
白 神                 校長 宮﨑 幸夫 

 表題の字は「ワクチン」と読ませる当て字です。昨年度の修了式に児童生徒に

話をしました。昔の人はワクチンを神の使いの如く考えたのかも知れません。た

とえ当て字であっても人々の熱い思いや願いは伝わってきます。１年前オンライ

ンによる令和２年度が始まり、学校再開ができないまま悶々とした日々が続きま

した。教育現場でもこれほどの異常事態は未経験であり、その対応に明け暮れた

昨年度でありました。今年度も相変わらず厳しい状況が続いています。終息への

希望を持ちつつ一層気を引き締めていきたいと思います。一方、第 4波の到来が心配される中、教育現場

以上にひっ迫した状況が今でも続いているのが医療現場だと言えるでしょう。そんな緊張した現場で救急

救命医を務める歌人でもある犬養楓さんがコロナ禍を詠んだ歌集「前線」を刊行されました。この歌集に

は筆者の勤務先で感染者を受け入れ始めた昨年春から今年１月までに詠んだ２４０首が収められていま

す。その中にはこのような歌と詠んだ時の状況が書かれています。 

＊病棟に展開したる前線の向こう側へと常に降る雨 

  ある朝、病棟へ行くとコロナ感染者と一般患者を区切るテープが足元にひかれていた。「目には見えな

いのに、異なる二つのものがせめぎあう境界が確かにそこにあると感じた」救える命と救えない命。責任

と無責任。称賛と差別。不連続な状況に覆われたコロナ社会の今を「前線」という歌集に収めた。 

＊息継ぎの時と場所とを探しつつ泳ぎ切らねばならぬ一日 

  救急医として主に重症者を診る。手術や集中治療も担当し、忙しい時は座る暇もない。こんな現場の奮

闘だけでなく同僚の苦悩や葛藤。 

＊この波を超えたら出そう退職の書類が三度眠る引き出し 

  医療者は使命感あふれたイメージで語られがちだがそうでない一人の人間としての弱さも表現したかっ

た。 

＊世の中の風当たりにも耐えるよう防護ガウンを今日も着込んで 

  この非常時に医療関係者がどう向き合ったかを記録に残そうとビニール袋で仕立てた防護服など物資不

足も歌にした。コロナ禍で懸念するのが医療者への偏見や無理解。バスの乗車拒否など「医療者そのもの

がウィルスとして見られている。自身は救急搬送で治療した人から「コロナ感染者を受け入れる病院にな

ぜ連れてきた」と罵声を浴びせられた。 

＊咽頭をぐいと拭った綿棒に百万人の死の炎見ゆ 

  昨年９月にはコロナウィルス感染による世界の死者が１００万人を超え、その３か月半後には２００万

人を突破した。先の見えない戦いが続く中、「一人ひとりが行動を変えない限り、感染者の悲しみや医療

従事者の負担は募っていく。 

その表紙には次の歌が書かれていました。 

＊マスクでも感謝でもなくお金でもない普通の日常が欲し 
  児童生徒たちにも話しました。「明けない夜はない」と。今年度、令和３年度こそは陽が昇り、普通の

日常が戻ってくることを信じてみんなで理解し合い、協力し合っていきましょう。 
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      令和 3年度 日本人学校入学式祝辞 
 

PTA会長 内山 剛史 
 

 アブダビ日本人学校新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。新小学      

一年生の皆さん、これから小学校での生活が始まります。ワクワクするけど、       

少しドキドキもしますね。でも、大丈夫です。小学校では、優しい先生とお兄           

さん、お姉さんが待っています。安心して、毎日元気一杯で学校に来て下さい。    。  

 新中学一年生の皆さん、中学校の三年間は日本の教育システムでは最後の義      

務教育期間です。勉強することが増えて忙しくなりますが、勉強だけでなく色々なことに興

味を持ってチャレンジして欲しいと思います。中学の三年間は、大人になってからも思い出

すことの多い時期の一つです。将来の自分に恥ずかしくない様、何事にも一生懸命取り組ん

でください。 

 新入生の保護者の皆様、ご入学おめでとうございます。コロナ禍での新しい生活環境とな

りますが、子供達の学校生活を少しでも多くの思い出が作れるものにしてあげたいと思いま

すので、PTA活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。                                      

 最後に、子供たちの大いなる成長を祈念いたしまして、PTAからの祝辞とさせていただき

ます。                                  

 

 はじめまして。シニア派遣として着任する阿久津  千佳（あくつ  ちか）です。特別

支援学校や小学校の経験を生かしてアブダビ日本人学校に通学している児童・生徒の

みなさんの成長を精一杯応援していきたいと考えています。宮﨑校長先生の「行きた

い学校、行かせたい学校」作りのお役に立てるよう、健康な体と明るい心で過ごすこ

とを心がけています。昨年度のアブダビの生活は日本以上にイレギュラーなことばか

りだったのではないでしょうか。皆さんと協力してひとつひとつ丁寧に取り組んでい

きたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。 

 

  はじめまして、紀平 麻里（きひら まり）です。教員生活 39 年目になります。 

１９８３年 4 月に三重県員弁郡（現いなべ市）北勢町山郷（やまさと）小学校で 3 年

生を担任したのがスタートでした。3 年生は 1 クラス 23 人 2 学級で、3 年 2 組を担任

しました。その後 4 年生に持ち上がり、6 年生を担任、児童とともに私自身も学校を卒

業し、四日市市の中学校にかわりました。その後は三重県の県庁所在地である津市内

の中学校で勤務し、この 3 月に定年退職を迎え、4 月からアブダビ日本人学校に勤めさ

せていただくことになりました。能の世阿弥の「初心忘るべからず」の言葉を胸に、

60 歳の体に、気持ちは 22 歳に戻って精一杯頑張りますので、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PTAより新入生へ以下の入学記念品が贈呈されました。                                    
                ありがとうございました。 
小学 1 年生  ⇒ノート 2 冊、A4 サイズの下敷き 1 枚、 
       丸付け用赤鉛筆 2 本、消しゴム 1 個   
   
 中学 1 年生 ⇒製図用シャープペンシル 1 本、                         
       シャープペンシル替え芯 3 個パック 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめまして。鹿児島県から赴任しました、野口 桃子（のぐち ももこ） とい

います。アブダビ日本人学校のみなさんに出会えるのを心待ちにしていました。私

は、裁縫、木工、創作書道、消しゴムはんこなど、ものづくりをすることが好きで

す。ものづくりをしていると、つい時間を忘れて夢中になってしまいます。また、

運動をすることも好きで、これまでソフトボールやバレーボール、トランポリンな

どをしてきました。みなさんが、夢中になって楽しんでいるものは何ですか？みな

さんのことを、ぜひ私にも教えてほしいです。たくさんお話しましょう。どうぞよ

ろしくお願いします。 

 

 
 はじめまして。4 月から派遣されました荒川 慶悟（あらかわ けいご）です。

私は北海道の釧路市という漁業が有名な町で９年間英語科教員を務めてきまし

た。私自身、部活動として柔道やラグビーを経験し、教員としてはバスケットボ

ールやスキー、陸上競技の部活動に関わってきました。私が小学生の頃には香港

の日本人学校に通っていました。慣れない生活に悩んだこともありましたがそこ

で学んだことが私の人生の糧となっています。その経験を生かし、お子様方の健

やかな成長を全力で支えていきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいた

します。 

   令和３年度アブダビ日本人学校 PTA役員紹介 
 今年度、アブダビ日本人学校 PTA役員をお引き受けくださった 

保護者の皆様をご紹介します。 

 本校教育活動へのご支援ご協力、今年度もよろしくお願いします。 

  

   NPO 大須賀 史子（静岡県） 

      皆さん、こんにちは。                                                                

今年から皆さんと 一緒に勉強                                     

することになりました  大須賀         

史子（おおすかふみこ）です。        

スイスで生まれたため、小さ        

い頃から海外に興味を持って育ちました。趣味

は旅行。今まで３９カ国を旅して、それぞれの

国の学校などをまわってきました。旅行以外の

趣味は、アフリカの布で物を作ること、食べる

こと、お茶のお稽古をすることが好きです。皆

さんとお会いできるのを楽しみにしています！

「自分を魅了する人生を送ること」をモットー

に何事にも全力で取り組んでいきたいと思って

います。よろしくお願いします。 

NPO 石 川  結 希（東京都） 

はじめまして、こんにちは。       

今年度から NPO 教員になりま      

した、石川結希です。これか                             

らみなさんと一緒にいろいろ                        な

勉強ができることをうれしく                            

思います。アブダビに来る前は、海外の学校

で勉強をしたり、日本の学校で働いたりして

いました。好きなことは、映画を見ること、

行ったことのない国に旅行に行くこと、長い

距離をウォーキングすることです。アブダビ

でおすすめの場所があったらぜひ教えてくだ

さい。みなさんとお話しするのをとても楽し

みにしています。              

どうぞよろしくお願いします。 

 会長   内山 剛史 さん 

副会長  宮田  美枝  さん 

書記   坂田  夏実  さん 

会計   髙倉  京子  さん 

 

バス会役員紹介 

会長 手塚 美鈴さん  副会長 古賀 由衣さん（KG3） サポート役員 丸岡 由美さん 
 



 

＜５月の主な行事＞ 

  ５日 防災安全指導 

 １２日 ラマダン明け休暇～14 日 

 １９日 中間テスト～20 日 

 ２６日 進路説明会 

 ２７日 歯科・内科検診 

 ３０日 第１回英語検定 

4 月の生活目標 

イスラムの文化を知ろう 


